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Ⅰ．安全活動の成果 

 

 

１８年間休業無災害達成（２０２３年１１月１５日） 

２０２４年１月１８日現在 休業無災害継続日数：６６３７日    

 

  主な安全成績と時間外労働時間・有給休暇取得日数 

 

目標値 
2021 年度 

実績 

2022 年度 

実績 

参考 

2023 年度 

（4～12 月） 

実績 

労働災害 

（不休災害以上） 
０件 ０件 ０件 ０件 

職業性疾病 ０件 ０件 ０件 ０件 

メンタルヘルス不調 ０件 ０件 ０件 ０件 

熱中症 ０件 ０件 ０件 ０件 

時間外労働時間 １５時間以内 

／月・人 
８.７９時間 １２.２８時間 １２．７５時間 

有給休暇取得日数 
１５日以上 

／年・人 

 

１７．００日 

（年間） 

 

１７.４０日 

（年間） 

 

１３．４７日 

（8 か月） 
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Ⅱ．事例 

1．安全マネジメントシステム 

当社は経営を進めていく上で、安全衛生マネジメントを最優先に取り組むべき活動と位置付け、

全社員に「年方針」と「安全衛生基本方針」を提示しています。 

５Ｓ・見える化・安全（品質）訓練等の活動を通じて社長と社員が直接コミュニケーションを図

り継続的な改善を進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．５Ｓ活動 

当社は現業向けと事務部門向けに２種類の「５Ｓ評価表」を作成しています。現在は更に高い５

Ｓレベルを目指して、新たに「６」・「７」レベルの評価基準を設定し、毎月各職場が独自に課

題を設定して取組みを推進しています。 

各職場が毎月各評価項目を自己評価し、社長安全巡視時に「前月の取組結果・自己評価」と「今

月の課題・取組み計画」を説明しています。各職場が自律的に改善しレベルアップしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日鉄工材のマネジメントサイクル

安全は（経営の）スタートでありゴールである

安全衛生活動（D）

①各部門

・５Ｓ活動 ・リスクアセスメント

・作業前の危険予知 ・安全訓練

・安全作業基準書整備 ・改善提案

・月別重点活動 ・他社事例の水平展開

②安全部門

・月度社長メッセージ ・安全ニュース

・安全放送 ・安全衛生講話

・法令順守状況の把握 ・健康増進活動

巡視・点検・訓練（C）

①巡視

・社長巡視 ・安全担当役員巡視

・産業医構内巡視 ・安全部門巡回

②点検

・設備点検（自主、法令）・作業環境測定

・定期健康診断 ・人間ドック

・スモールミーティング（職場課題の把握）

③訓練

・避難消火訓練（公設消防署と合同を含む）

安全衛生計画（P）

①会社方針の策定

②安全衛生管理基本方針

（安全部門原案

→ 各職場の意見聴取 → 最終決定）

情報の発信・共有化（A）

①会議体

・安全衛生委員会 ・安全衛生推進委員会

・管理職会報

②事故・災害発生時は都度状況を全社共有

 

 

５Ｓレベル評価表

１　５Ｓ評価表(現業・事務所の２区分、３１項目評価)

３１項目×７点＝２１７点満点

２　重点取組を毎月報告→安全巡視時に確認

整理

毎月

自己評価

実績 目標先月重点 今月重点
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3．健康経営 

当社は健康経営に取り組んでいます。 

健康経営では、心身ともに健康で一人ひとりが毎日いきいきと働き活力ある職場、明るい家庭

を目指して実年令に対し全社員健康年令１０才若返りに挑戦しています。 

 (1)運動施設 

社員は運動施設をいつでも無料で使用できます。気軽に運動できるように、有酸素運動器具、

卓球台、ゴルフ練習ゲージ、輪投げを常設した運動施設（「らくらく・アスレ・パーク」）を

整備しています。 

 (2)ウォーキングイベントの開催 

 いきいき推進プロジェクトで健康経営の取組みを実施している。 

2 回/年のウォーキングイベントを開催している。 

 (3)その他 

・ウォーキングラリー「日本一周の旅」スタート 

・禁煙デーの取組み 就業時間内禁煙 

・体力測定 

・スポーツイベント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（５月ウォーキングイベント） 

（スポーツイベント） 

（１０月ウォーキングイベント） 

 

（体力測定） 
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4．リスクアセスメント 

各職場は、毎月の安全重点取り組み項目に掲げたテーマ毎（災害の型別；切創、転倒等）に追加

リスクの有無を確認しています。追加リスクが「有」の場合は、リスクアセスメントを実施し対

策を講じています。新規のリスクが「無」の場合は、リスクアセスメント一覧表の対策実施状況

を再確認しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5．ヒヤリハット 

現業系は１件／月・人、スタッフ系は１件／２ヵ月・人の提出目標を定め、実体験に限らず想定

される事象（仮想ヒヤリ）も提出しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1
６
Ⅰ

2019'3月末

実施済
（今回再確認）

2 1
６
Ⅰ

安全カバ―にトラテープを
張り目に付くようにし注意
喚起に繋げた。

3 28

Ti側板自動溶
接機の操作

時

Ti側板自動溶接機（ターニング）と制御盤の
間にケーブル類が沢山あり操作時など躓く恐
れがある

・安全カバーをしてある

・歩行時に足元に注意する 転倒 3

3 2 1
６
Ⅰ

2017'4月末

実施済
（今回再確認）

2022'3月

実施済
(今回再確認）

7
工場内
歩行時

工場内を歩行時定盤などの段差に躓く恐れが
ある。

・歩行時に足元に注意する
・段差を黄色に塗り注意
　喚起をした。

転倒 3 2 1
６
Ⅰ

６
Ⅰ

使用中のバーナーホースについ
ては何本かでまとめ乱雑になら
ない様にする

3 2 1
６
Ⅰ

6

ドラム本体
焼嵌め作業
（新規）

段取り作業中、バーナーのホースに躓き転倒
する恐れがある。

バーナーを使用しないときは
片付ける様にすると共に現状
の対策を徹底するよう再度申
し合わせた。

転倒 3 2 1

現状の対策を徹底するよう
再度申し合わせた。

リスクアセスメント実施一覧表
2023年3月

グループ名　　ドラム　　　　　　　作成日　2023.3.22

ＮＯ

１．作業名
　(機械・設備)

2.危険性又は有害性と発生の恐れの
ある災害

(行動面、設備の状態、環境等)
３．現状の対策

4.事故
の型

5．リスクの評価
6．リスク低減対策(案)

7．対策後のリスクの評価

重大性 頻度 可能性 リスク 重大性 頻度 可能性リスク
実施
計画

 

 

（安全衛生委員会資料） 

（新規追加リスク） 
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6．ＫＹ（危険予知） 

当社は一つの職場で多種類の作業を行うため、各人の作業内容や作業範囲などが異なり、ＫＹ（危

険予知）の内容を職場で共有し難いです。このため、誰にでも一目で各人のＫＹ実施結果がわか

る「多種類作業時ＫＹボード」を作成しました。ボードの横列に想定される事故の種類とＫＹ内

容が予め記入してあります。縦列に作業者名と作業内容を記入して、危険が該当（横列とクロス）

する部分に赤や黄色のマグネットを置き、さらに具体的な対策を記述し、従来の職場共通ＫＹボ

ードと並べて掲示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．教育 

当社は、作業方法・安全ルール・製品品質確保をリンクさせた「安全作業基準書」を整備してい

ます。文書作成時は、チーム内で対話して意見を出し合い暗黙知の形式知化を実施しました。ま

た、リスクや作業のポイントが一目でわかるように写真や動画を多用しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（製品品質確保）

安全ルール

（作業方法と安全ルールをリンク） 
（「安全作業基準書」と「作業手順書」の 

リンクによる製品品質確保） 
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8．他社災害事例の水平展開 

鉄鋼産業の関係会社で発生した休業以上の災害については、親会社のイントラより情報を入手し

ています。安全担当が社内で類似災害が発生する可能性がある事例を抽出し、安全上のコメント

を付記して全社に情報を発信しています。 

各職場は類似災害が想定される場合には、職場懇談会等を活用して対策を検討しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



8 

 

9. 安全巡視 

(1)社長安全巡視 

経営幹部が率先して安全最優先の職場作りを行っています。毎月１回、月初めに労使および

工場長が巡視を行い、各職場の自律的改善（成長）の確認や更なる改善への動機づけを行っ

ています。巡視では、安全衛生方針に沿った活動内容・月度重点テーマ（災害の型別；切創、

転倒等）の点検確認および経営幹部も参加した安全訓練を毎月職場単位で行い、作業環境や

作業リスクの洗い出しを行っています。社長安全巡視では、全ての職場が一堂に会して安全

訓練に参加することができないため、安全訓練はビデオ撮影し撮影した動画を編集して、各

職場がいつでも振り返って見ることができるように社内イントラ(情報ポータル)に保存して

います。 

(2)安全担当役員中間安全巡視 

安全担当役員が、毎月中旬に社長安全巡視の改善指示に対する是正状況を確認しています。

月度重点テーマは各職場の取り組み状況を確認し、改善指摘箇所は、写真付きで具体的に指

示しています。毎月職場の安全衛生推進委員が交代で巡視に参加し安全衛生に関する 

各職場の５Ｓ状態や重点取組みに対する実施状況を確認しています。 

(3)工場管理者の巡視 

  工場長は当該職場の安全のルール順守状況や不安全行動、不安全状態の有無について毎日巡

視で確認しています。 

(4)防災巡視 

毎年２回、経営幹部が防災に特化した巡視を実施しています。 

(5)防災訓練 

防災訓練については、地震・火災を想定した訓練を年１回実施しています。訓練の内容は、

構内指定場所への避難訓練、火災が発生したことを想定した公設消防への通報訓練、自衛消

防隊の放水訓練、けが人が発生したことを想定した救護訓練です。訓練のシナリオは、防災

士の意見を取り入れ毎年変更しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（指摘事項） 

(社長安全巡視議事録抜粋) 
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（安全訓練） 

（中間安全巡視） 

（安全訓練動画） 
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10．4M 分析シート・新なぜなぜ分析シート 

当社は安全に限らず問題が発生した際に、当社独自の「４Ｍ分析シート」「新なぜなぜ分析シー

ト」を用いて真因を特定し対策を実行しています。また、真因から考えられる類似事例を検討し、

類似事例についても対策を実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4M

プロセスの確認

4M分析シート・新なぜなぜ分析

 

問題発生プロセス・時係列

特記事項

類似事例対策 類似事例

対

4M分析シート・新なぜなぜ分析

要因解析

（4M 分析シート） （新なぜなぜ分析シート） 


